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2011 年（平成 23 年）7 月に教育研究技師部が発足してから 7 年が経ち、ここに教育研究
技師部年報（2018 年度報告）の初刊を刊行する運びとなりました。 
振り返りますと、1991 年に技術部が正式に発足され、1995 年（平成 7 年）に「電気通信
























２．２ 所属教育研究技師（2018 年度） 
 
髙田 亨  統括学術技師 
 
荒川欣吾  主任学術技師 
石井和広  主任学術技師 
竹内純人  主任学術技師 
早川義彦  主任学術技師 
 
青木 猛  学術技師(技術主査) 
齋藤 悟  学術技師(技術主査) 
仙北谷直美 学術技師(技術主査) 
矢﨑和幸  学術技師(技術主査) 
山口昭男  学術技師(技術主査) 
 
大家明広  学術技師 
落合隆夫  学術技師 
梶川竜義  学術技師 
笹倉理子  学術技師 
島 浩一  学術技師 
島崎俊介  学術技師 
菅 虎雄  学術技師 
奈良岡雅人 学術技師 
藤本 甫  学術技師 
桃井恵美  学術技師 
和田紀子  学術技師 
田幡秀典  学術技師 
大西邦弘  学術技師 
服部修二  学術技師 
神水 摂  学術技師 
小林利章  学術技師 
 
若月洋次  再雇用教育研究技師 
金子克己  再雇用教育研究技師 










３．１ 職員研修  
 
 平成 30 年度の教育研究技師部職員研修として、北里大学の野島高彦准教授を招聘して FD
講演会を行いました。 
 これは、ここ数年一貫して行ってきた研修のテーマである、学生とのコミュニケーション





平成 30 年度職員研修 
日  時：平成 31 年 3 月 15 日(金) 10:40～12:00 
主  催：教育研究技師部 
共  催：大学教育センター 
会  場：東 3号館 301 教室 
タイトル：「コミュニケーションのレイヤーを一枚追加する 
                    〜ハイパーリンクの先のまだ見ぬあなたへ〜」 
講  師：野島高彦 先生（北里大学 准教授） 









  etc… 
著書 化学の教科書『はじめて学ぶ化学』 




： 10:40 開会の挨拶 
      10:50 講演 
      11:30 ディスカッション 




















●2010 年 4 月，集合知 
演者は学部 1 年生の化学教育を担当している．大学や社会のさまざまなものごとに対して
学生が抱く疑問や関心やアイデアを Twitter のネットワークに投げ込めば，有意義で楽しい学
生生活になるのではないかと考え，2010 年度から履修者に Twitter 利用を推奨してきた．2010
年初夏，数名の 1 年生と Twitter で相互フォローの関係になった． 
●2010 年 6 月，#はやぶさ 







集」のように Twitter で参加者を募って出かけていく形式で，第 8 次探検隊(2012 年)まで活動
を続けた．探検隊は後述の北里つながろうプロジェクト #北里つながろう (2012 年) に合流
した． 
●2011 年，#キャンナビ 
探検隊活動が始まった 2010 年度，北里大学の入学センター (入試広報から入学手続きまで
を担当する事務部門) が，在学生による大学 PR チーム「北里キャンパスナビゲーター」 #キ
ャンナビ を募集開始した．オープンキャンパスや入試説明会のキャンパスツアー，会場案内，
個別相談といったスタッフ業務の他に，ブログを通じて大学生活を PR して行くことも期待
された．ここに探検隊のメンバーも参加していたことがきっかけとなり，演者は 2011 年 3 月
から大学業務として #キャンナビ をサポートすることになった． 
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●2011 年，大学公式 SNS 
演者が #キャンナビ 活動サポートとして最初に取り組んだのは大学公式 SNS アカウント











の他に Twitter ユーザーだった北里大学の学生も大学アカウントからのツイートの RT および
アクティブサポート活動に合流し，結果として従来の情報伝達経路では届かなかった人々の
安否確認を実現した． 
●2011 年，#キャンナビ のオンライン活動 
大学公式 SNS アカウント開設に続いて，#キャンナビ も Twitter アカウントを開設した．









2013 年，北里大学では SNS ガイドラインを制定した．その原案は演者が考案したもので













◆2013，各種イベント実行チーム @ku_tsunagaro  
2013 年春，「タイムラインにいる人々と実際に会ってみよう」ということを考える学生が
現れ，お花見，BBQ，ハロウィン，七夕，ポッキーの日 (11 月 11 日)，ヤキイモ+豚汁など
のイベントをおこなうようになった．彼らは「北里つながろうプロジェクト各種イベント
実行チーム」となり，独自に Twitter アカウント @ku_tsunagaro を開設した．現在フォロワ
ー1897，フォロー2001．※管理当番が 4 年になって忙しくて放置 
◆2013，winK♡ @winK_kitasato 
#北里つながろう 推進派だった学生が初代リーダーとなり，アイドル・コピー・ダンス
「UNIDOL」(University IDOL) 大会優勝を目指すチーム winK♡ を結成した．winK♡ は    
#北里つながろう プロジェクトにも，北里大学 PR 活動にも協力してくれている． 
◆2015，#春から北里  
入学時期の新 1 年生を在学生がサポートするしくみとして，#春から北里 の取り組みを
2015 年 11 月から始めた．Twitter サーチで「#春から北里」を探し，SNS 上でのつながりを
求めているアカウントに対し #北里つながろう 参加を呼びかけ，参加したアカウントに対




◆2013，有機化学 100 選ボット @OC100_bot 
試験範囲に含まれる有機化合物の構造と名称を覚えるために Twitter のボットを開設し
た．※その後，試験範囲を変えたので 2018 年度は使用していない． 
◆実験関係ツイート・計算ネタ 
化学実験や化学計算に関係する FAQ を不定期に Twitter で公開している． 
●いじわる:クリスマスまでカウントダウン 
●2019 年 3 月，こういうレイヤーが重なっている 





2019 年 4 月に電気通信大学入学予定者のアカウントが，あなたとのつながりを求めている
かもしれません．「ハイパーリンクの先のまだ見ぬあなた」は，そこにいます． 
●結論 
(1) 変えなくていい・新しく創る: 従来のコミュニケーションはそのままの姿でよい 
(2) 置き換えなくていい・加える: 従来のコミュニケーションを止めなくてよい 
(3) 「みなさんご一緒に」は死を招く: 正しいやりかたが存在するわけではない，という点で
従来のコミュニケーションと同じ．やりかたを揃えるのはムリだし無意味． 



















日 時：平成 30 年 8 月 30 日(木) 10:00 〜 11:45 
会 場：東 3 号館 3 階 301 教室 
テーマ：学生はどのように学ぶか(5) 
    学生が主体的に学ぶための仕掛けと試み 
    －実践から得る学びと気づき－ 
 
【研究会プログラム】 
10:00〜10:15 主催者挨拶     教育研究技師部長     山口 浩一 




                 ものつくりセンター    荒川 欣吾主任学術技師 
 
10:50〜11:15 「西東京三大学連携事業 ー 基礎ゼミ ー」 
                 基盤理工学専攻      小林 義男教授 
 
11:20〜11:45 「電気通信大学におけるインターンシップの実施状況とその課題」 





ものつくりセンター機械設計工作部門における実践教育  ─機械工作実習─ 
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西東京三大学連携事業   ─ 基礎ゼミ ─ 












 1) 高校生に対して協働高大接続教育プログラム 
 2) 教養課程の学部生に対して協働共通教育プログラム 
 3) 専門課程の学部生および院生に対して協働専門教育プログラム 




「基礎ゼミ」では，学部 1年生を対象に 10〜12 名の三大学混成チームで，それぞれの大
学において先端的研究の初歩を実際に体験する。担当教員が掲げた課題について，学生自ら
が調査や実験を行ない，最後に全員が集まって各ゼミでまとめた成果を発表する。平成 28











[2] 市川 桂「大学間連携による学生の学び –三大学協働基礎ゼミアンケート分析」,東京農
工大 大学教育ジャーナル, 13 (2017) 21-27. 
[3] 市川 桂「三大学恊働基礎ゼミの試み –ポスターセッションを通じた学び」,東京農工大 




共通教育部 キャリア教育部会 糟谷 充子 
 
 電気通信大学は平成 10 年度にインターンシップ科目を開講し,開講時から平成 29 年度ま
でにインターンシップ科目を履修した学生数は2,919名であった.これに平成 30年 8月 21日
現在の本年度履修学生数の 144 名を加えると,これまでにインターンシップ科目を履修した
学生総数は3,063名となる. インターンシップ科目は学域3年次および主に大学院修士1年













































平成 30 年度教育研究技師部技術研究会 
日 時：平成 30 年 11 月 22 日（木）10:00～11:45 




司会：石井 和広 主任学術技師 
10:00～10:10 開会挨拶           教育研究技師部長   山口浩一 教授 
10:15～10:40 論理回路基板設計に関する試作 実験実習支援センター 島崎俊介 学術技師 
10:45～11:10 ディジタル回路基板設計チュートリアルの作成 
                 実験実習支援センター 落合隆夫 学術技師 

























実験実習支援センター 落合 隆夫 
 









今年 3月に島崎学術技師がⅠ類の受講科目の一つである情報工学工房にて Field 
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技術をどのように伝えるかどのように学ぶか ─R&D の現場 技術継承の脆弱性─ 
共通教育部 小林 哲 
 








































平成 30 年度教育研究技師部 部内報告会 
日 時： 平成 31 年 3 月 20 日（水）10:00～11:15 
会 場：東 3 号館 301 室 
＜プログラム＞ 
10:00           開場                               
10:05 ～ 10:15  開会挨拶                           山口浩一 教育研究技師部長 
              技術研究会奨励賞受賞者紹介         山口浩一 教育研究技師部長 
・プロジェクト等報告（司会：竹内主任学術技師） 
10:15 ～ 10:25 平成 30 年度関東・甲信越地区大学安全衛生研究会報告 
                                                荒川欣吾 主任学術技師 
10:30 〜 10:40 業務改善プロジェクト報告 
 「小学生のためのプログラミングワークショップの実施」 笹倉理子 学術技師 
10:45 〜 10:55 総合技術研究会報告               菅 虎雄 学術技師 
 
・退職者挨拶 
11:00 〜 11:15                                  服部修二  学術技師 
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第 11 回関東・甲信越地区大学安全衛生研究会報告 
荒川 欣吾 主任学術技師 
 





 研究会は例年通り、国立七大学安全衛生管理協議会活動報告があり、平成 30 年 2 月 7 日
（水）に大阪大学中之島センターで開催された第 21 回、平成 30 年 7 月 27 日（金）に東京
大学で開催された議事の報告が行われた。 
 今年度は初の試みとしてグループ討議が行われた。グループ討議のテーマは、①安全衛生
に係る大学の管理運営 ②化学物質管理 ③ストレスチェックを活用した職場の健康管理。 
 私は、③ストレスチェックを活用した職場の健康管理に参加した。討議テーマは、1.メン
タルヘルス対応 2.復職判断 3.長時間勤務対応でした。 
 グループ討議では、最初に各機関のストレスチェックの実施状況の報告が行われ、その
後、事前に照会があった討議したい内容について意見交換や、他機関の事例紹介等が行われ
た。グループ討議の参加者は、13 機関 17 名であった。 
 
総合技術研究会報告 




















３．５ 活動実績（平成 24 年度～29 年度） 
教育研究技師部職員研修会 
平成 24 年度 
日 時 平成 25 年 3 月 15 日(金) 9:20 ~ 14:20 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 西 10 号館 2 階 233 会議室(IS 大会議室) 
テーマ 「技術職員から学術技師へ」 －教育の分担者として－ 
 講演「学習支援、初年度科目の取組と成果」 
1. 数学演習 伊東裕也准教授 
2. 基礎物理実験 中村仁准教授 
3. 英語学習支援プログラム 樽井武教授 
4. キャリア教育 竹内利明特任教授 
 パネル・ディスカッション「学習支援の必要性と求められる支援環境」 
○司会 大学教育センター 桑田正行准教授 
○パネラー・実験実習支援センター 髙田亨主任学術技師 、情報基礎教育 吉田利信教授、 
UEC パスポート 鈴木勝教授、アドミッションセンター 三宅貴也特任教授、 
図書館長 松原好次教授 
 
平成 25 年度 
日 時 平成 25 年 8 月 26 日(月)  13:00 ～ 17:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 西 10 号館 2 階 233 会議室(IS 大会議室) 
テーマ 「技術職員から学術技師へ」 －教育の分担者になるにあたって－ 
 講演「学習支援について」 桑田正行准教授 
 ワークショップ ショップ１ 「学術技師が持つスキルで行える学習支援」 
 ショップ２ 「カリキュラムマップとシラバスの関連付け」 
        ショップ３ 「Moodle 上で動作する教材作成」 
        ショップ４ 「身近なコミュニケーションツールの体験 
日 時 平成 26 年 3 月 18 日(火)  10 時 15 分 ～ 16 時 15 分 
主 催 教育研究技師部 
会 場 西 10 号館 2 階 233 会議室(IS 大会議室) 
テーマ 「技術職員から学術技師へ」 －教育の分担者になるにあたって－ 
 講演「総合コミュニケーション科学と科学技術のパラダイムシフト」 梶谷誠学長 
 ワークショップ （学術技師および参加希望者) 
 
平成 26 年度 
日 時 平成 26 年 9 月 25 日(木) 10 時 00 分 ~ 15 時 30 分 
主 催 教育研究技師部 
協 力 先進理工学科 電気・電子回路実験、電子工学実験、光エレクトロニクス実験、応用物理工学実
験、生体機能システム実験 
会 場 A-201 教室 , A-202 教室 






日 時 平成 27 年 3 月 11 日（水） 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 東 3-301 
 講演 「大学教育の質保証のための○○支援体制構築に向けて」 桑田正行准教授 
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平成 27 年度 
日 時 平成 27 年 9 月 30 日(水) 13 時 00 分 ~ 16 時 30 分 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター、実験実習支援センター 
会 場 東 1-606 
テーマ 実験実習レポートの評価に役立つルーブリックの作成 
 ワークショップ形式 
日 時 平成 28 年 3 月 31 日（木） 13:15～17:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター、実験実習支援センター 
会 場 東３号館 301 教室 
テーマ 学生実験のための実験データの処理について 
 
平成 28 年度 
日 時 平成 28 年 9 月 26 日(月) 9 時 30 分 ~ 16 時 30 分 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター、実験実習支援センター 
会 場 東３号館 301 教室 
テーマ 学生のためのレポート指導について（考察編） 
 講義 不確かさについて 
 ワークショップ 実習、ディスカッション 
日 時 平成 29 年 2 月 15 日（水） 
主 催 教育研究技師部、大学教育センター 
会 場 東 3 号館 301 教室 
 講演：初年次教育プログラムで扱う『実験実習科目の学び方』 北里大学 野島高彦准教授 
日 時 平成 29 年 3 月 16 日(木) 13:30〜16:30 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 東３号館 301 教室 
テーマ 学生とのコミュニケーションについて 
 
平成 29 年度 
日 時 平成 29 年 9 月 28 日(木) 14:00〜16:10 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 東３号館 301 教室 
テーマ コーチングから学ぶコミュニケーションスキル 
嶋中康晴（リーフラス株式会社専務執⾏役員・教育研修室副室長） 
日 時 平成 30 年 3 月 8 日(木) 13:30〜15:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 東３号館 301 教室 
テーマ 学生とのコミュニケーションについて考える 
 パネルディスカッション 大教センター 中村淳教授、キャリア教育部会 
 松木利憲特任准教授、保健管理センター 高橋恵理子臨床心理士 
 
実験実習研究会（実験実習報告会） 
平成 26 年度 
第 1 回 実験実習報告会 
日 時 平成 26 年 9 月 2 日(火) 9:30 ～ 16:00 
主 催 教育研究技師部 
会 場 東 3 号館 306 教室 
 ・S 科実験第一の担当課題 早川義彦主任学術技師 




・M 学科，基礎実験 I 風同実験 仙北谷直美学術技師 
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・CED の管理運営について 奈良岡雅人学術技師 
 ・コンピュータリテラシ担当として 竹内純人学術技師 
・アナログ回路実験への電流計の導入 矢崎和幸学術技師 
・K 課程 アナログ回路実験 A・B 和田紀子学術技師 
・難しい課題を学生に伝える試み 高田亨主任学術技師 
 
平成 27 年度 
第 2 回 実験実習研究会 
日 時 平成 27 年 9 月 28 日(月) 10 時 00 分 ~ 11 時 55 分 
主 催 教育研究技師部 
共 催 実験実習支援センター 
会 場 西 10 号館 233 教室 
テーマ 学生はどのように学ぶか －教育ツールとしての評価－ 
 ・“学び”の機序と教育を目的とした評価 教育研究技師部 高田亨主任学術技師 
・生体機能システム実験第二への想いと実施 先進理工学専攻 平野誉教授 
・協働的な学習活動での LMS の活用 実験実習支援センター 笹倉理子学術技師 
・学生と教員の "気づき" について 先進理工学専攻 田中勝己教授 
第 3 回 実験実習研究会 
日 時 平成 27 年 11 月 19 日(木) 10:00 ～ 11:55 
主 催 教育研究技師部 
共 催 実験実習支援センター 
会 場 東 3 号館 301 教室 
テーマ 学生はどのように学ぶか －学生が主体的に学ぶための仕掛けと試み－ 
 ・数千人規模の大学初年次生を対象とした情報リテラシ教育の紹介 
 －自学自習と学生による学生支援モデルの確立－実験実習支援センター 竹内純人学術技師 
・実験のユーザエクスペリエンスデザイン 実験実習支援センター 和田紀子学術技師 
・電気通信大学の教育の質保証実現に向けた e ポートフォリオシステムと電気・電子回路実験
における実践 実験実習支援センター 島崎俊介学術技師 
・全学共通基礎教育としての情報教育とその情報基盤 
                  共通教育部情報部会総合情報学専攻 江木啓訓准教授 
 
平成 28 年度 
第 4 回 実験実習研究会 
日 時 平成 28 年 8 月 30 日(火) 10:30 ～ 12:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催 実験実習支援センター 
会 場 東３号館 301 教室 
テーマ 学生はどのように学ぶか(３) －学生が主体的に学ぶための仕掛けと試み－ 
 ・WebClass の少し高度な利用方法 実験実習支援センター 高田亨副統括学術技師 
・技術職員による授業「開発」 横浜国立大学 長谷川紀幸技術専門職員 
・フリップフロップにおける実験前の波形予測 基盤理工学専攻 永井豊助教 
・職員研修について －技師として目指すもの－ 実験実習支援センター 矢崎和幸学術技師 
 
平成 29 年度 
第 5 回 実験実習研究会 
日 時 平成 29 年 9 月 5 日(火) 10:00 ～ 12:00 
主 催 教育研究技師部、実験実習支援センター 
共 催 大学教育センター 
会 場 東 3 号館 3 階 301 教室 
テーマ 学生はどのように学ぶか(4) 
学生が主体的に学ぶための仕掛けと試み －e ラーニングの活用事例－ 
 ・化学生命系実験授業を充実させるための e ラーニング利用と今後の展望 
                        実験実習支援センター 菅虎雄学術技師 
・今すぐに、どこでも学べる(その 1) ─某英語教員の e ラーニング活用事例─ 
                    共通教育部総合文化部会 Jeffreys, Atsuko M.教授 
・能動的な学修を促す e ラーニング活用について 
            実験実習支援センター 島崎俊介学術技師、高田亨副統括学術技師 
・ERP コンピエールの操作 e ラーニング教材を用いた大学院授業開発と環境経営情報の活用へ
向けて 情報学専攻 徐風静、山田哲男准教授 




平成 24 年度 
日 時 平成 24 年 9 月 21 日（金） 9:30～14:05 
主 催 教育研究技師部 
会 場 東３号館 ３０６教室 
テーマ 業務改善に向けての検討および提言 
 ・技術研修と成果報告 教育研究技師部長 浅井吉蔵教授 
・全学的委員会への参加で見えてくること 高田亨主任学術技師 
・当たり前に IT サポートを担うためには 早川義彦学術技師 
・電気通信大学における包括的なライセンス管理への取り組み 桃井恵美学術技師 
・PPMS を利用した超音波測定技術の開発 小林利章学術技師 
・研究・教育活性化支援システム採択の報告と協力者募集 
プロジェクトテーマ：ものつくりセンター安全教育展示・体験コーナの設置 





日 時 平成 25 年 3 月 22 日（金）9:30～16:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催  
会 場 東 3 号館 301 教室 
 ・学術技師の業務評価 教育研究技師部長 浅井吉蔵教授 
・研修報告 －物理教育研究大会への参加－ 髙田亨主任学術技師 
・研修報告 －静岡・広島大学のものつくり教育について－ 田幡秀典学術技師 
・OSX 上のバーチャル環境における音声入出力について 水谷孝男学術技師 
・グループウェアプロジェクトの報告 
矢崎和幸学術技師、大西邦弘学術技師、山口昭男学術技師 
・多摩川運動場無線 LAN について 大西邦弘学術技師 
・業務改善プロジェクト採択課題報告 －実験実習担当者のための補助教材作成－ 
金子克己統括学術技師 




・退任記念講演 航空 10 話 住谷修学術技師 
・退任記念講演 学生実験とともに 高橋光生主任学術技師 
 
平成 25 年度 
日 時 平成 25 年 8 月 27 日(火)  午前 10:00 ～ 16:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 西 10 号館 2 階 233 会議室(IS 大会議室) 
 ・計測の不確かさ セミナー参加報告 和田紀子学術技師 






・情報・通信工学科 論理回路実験 奈良岡雅人学術技師 
・知能機械工学基礎実験・制御系設計と実装 梶川竜義学術技師 
・先進理工学科実験第一 アナログ回路Ⅰ 早川義彦学術技師 
「ワークショップ」 
日 時 平成 26 年 3 月 19 日（水） 9:45～16:30 
主 催 教育研究技師部 
会 場 西 10 号館 2 階 233 会議室(IS 大会議室) 




 ・危険物取扱者資格取得に関して 田幡秀典学術技師 
・オープンキャンパス参加報告 梶川竜義学術技師 
・CMS を用いた言語自習室関連の Web サイトの検討と構築 水谷孝男学術技師 
・応用物理工学コース「強誘電体」実験 大家明広学術技師 
・先進理工学科 3 年次実験「温度特性」 矢崎和幸学術技師 
・技師部共有ファイルサーバ構築の試み 和田紀子学術技師 
・技術協力プロジェクトについて 仙北谷直美学術技師 
・平成 25 年度 KEK 技術職員シンポジウム報告 金子克己統括学術技師 
・平成 25 年度 実験・実習研究会報告 高田亨主任学術技師 
・平成 25 年度 核融合科学研究所技術研究会報告 荒川欣吾主任学術技師 




平成 26 年度 
日 時 平成 27 年 3 月 18 日（水） 13:30～16:40  
主 催 教育研究技師部 
会 場 東 3 号館 301 号室 









・第 15 回 KEK 技術職員シンポジウム報告 金子克己統括学術技師 
 
平成 27 年度 
日 時 平成 27 年 11 月 19 日（木）13:30～15:30 
主 催 教育研究技師部 
会 場 東 3 号館 301 号室 
 ・語学 e-learning サーバーの更新と活用状況 水谷孝男学術技師 
・Adobe 包括ライセンスの利用について 服部修二学術技師 
・衛生管理者の役割と衛生管理者免許について 荒川欣吾主任学術技師 
・窒素ガス供給配管の延伸と昇圧装置の導入について  小林利章学術技師 
・技術研究会運営協議会（山形大学）議事報告 小林利章学術技師 
・平成 27 年度山形大学機器分析研究会報告 田幡秀典学術技師 
日 時 平成 28 年 3 月 31 日（木） 9:00～12:10 
主 催 教育研究技師部 
会 場 東３号館 301 教室  
 ・電子回路の電源について 青木猛学術技師 
・強誘電体特性測定回路の動作 大家明広学術技師 




・電力計測プロジェクト 2015 活動報告  
－電力計測センサーの新規設置と消費電力値自動収集システムの改善－ 竹内純人学術技師 
・見える安全手帳作成プロジェクト報告 田幡秀典学術技師 
・平成 27 年度 実験・実習研究会 in 西京報告 笹倉理子学術技師 
・平成 27 年度 高エネルギー加速器研究機構技術研究会報告 小林利章学術技師 
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平成 28 年度 
日 時 平成 28 年 11 月 24 日（木）13:30～15:50 
主 催 教育研究技師部 
会 場 西 11 号館 2 階 ピクトラボ リビングルーム 
 ・回路実験用直流電源の開発とその性能評価 落合隆夫学術技師 
・Fluentd + Zabbix + Grafana によるグラフィカルなセンサデータ監視環境の構築   
                              竹内純人主任学術技師 
・消費電力計測活動報告  コストと運用を見据えた電力計測端末の開発 落合隆夫学術技師 
 
平成 29 年度 
日 時 平成 29 年 11 月 27 日（月）10:00～11:45 
主 催 教育研究技師部 
会 場 西 10 号館 2 階 233 室 







平成 28 年度 
日 時 平成 29 年 3 月 28 日（火）9:15～12:00 
主 催 教育研究技師部 
会 場 西 10 号館 233 室 
 ・eco プロジェクト 竹内純人主任学術技師 
・技術協力・相談プロジェクト 仙北谷直美学術技師 
・安全教育教材作成プロジェクト 田幡秀典学術技師 







平成 29 年度 
日 時 平成 30 年 3 月 14 日（水）9:15～12:00 
主 催 教育研究技師部 
共 催 大学教育センター 
会 場 東３号館 301 教室 
 ・第 18 回技術職員シンポジウム報告 金子克己統括学術技師 
・第 10 回関東・甲信越地区大学安全衛生研究会 参加報告 田幡秀典学術技師 
・SD コーディネーター 養成講座報告 島崎俊介学術技師 
・ファカルティ・ディベロッパー養成講座報告 桃井恵美学術技師 
・消費電力計測プロジェクト 2017 活動報告 竹内純人主任学術技師 
・業務改善プロジェクト報告（公開講座） 笹倉理子学術技師 


























え、今年度の実施案を検討した。    図１ コースマップ 
今年度は混雑緩和と所要時間短縮について検討し、ツアーコースを１コース増やして計３
コースとした。今年度コースを図１に示す。 








 今年度の参加状況として、「キャンパスツアー」東地区約 300 名、西地区約 100 名、「言葉
探して UEC 探検ゲーム」約 100 名の参加があり、いずれも好評であった。 
  























































男 46 15 14 11 16 1  22 13 16 15   7 
女 61 20 17 18 21 1  19 5 9 9 1  17 
不明        1 1  1    
合計 107 35 31 29 37 2  42 19 25 25 1  24 
小学生 男        1 1  1   1 
中学生 
男 1    1   1   1   1 
女 1 1            2 
合計 2 1 0 0 1 0  1 0 0 1 0  3 
高校生 
1 年  男 31 14 8 12 11   12 5 9 9   11 
女 9 3 1 4 3 1  1 1 1 1   1 
小計 40 17 9 16 14 1  13 6 10 10 0  12 
2 年  男 50 15 20 21 20 5  14 4 7 9   18 
女 19 5 6 7 7   2 1  1   4 
小計 69 20 26 28 27 5  16 5 7 10 0  22 
3 年  男 32 9 12 12 9 1  8 2 5 8   15 
女 7 5 4 0 1   3 1 2 1   3 
小計 39 14 16 12 10 1  11 3 7 9 0  18 
不明  男 8 2 5 3    3  1 3    
女 1   1          1 
合計 157 53 56 60 51 7  43 14 25 32 0  53 
予備校
生 男 4 1 2 
 1          
高専 
男 7 3 2  1 1  1   1   5 
女 0             1 
合計 7 3 2  1 1  1   1   6 
大学生 男 1 1  1          4 
社会人 
男 1  1     2  1 1   3 
女 1 1             
合計 2 1 1     2  1 1   3 
その他 男 2 1   1   1  1 1    







代表者  和田 紀子 学術技師 









 報告者は、この設立目的のうち 1,2,3 に関する情報を収集し保存するため 2013 年から前副
センター長である桑田正行先生の発案の元、データベースシステムを構築してきた。 























図 1. データベースシステム画面 





代表者 竹内 純人 主任学術技師 















 調布キャンパスおよび東6号館 受電量の推移 
http://eco.tech.uec.ac.jp/ecop/ecop-rep03_Mieruka_abst.html   
 2018年07月における東6号館および調布キャンパスの受電量分析 
http://eco.tech.uec.ac.jp/ecop/ecop-rep04_Mieruka_TDJ_E6_201807.html  











































































表 1 「夏休み⼦供プログラミングワークショップ」の実施概要 
タイトル ① 初級編 ② 中級編 
対 象 小学校 ３～６年生 小学校 ５～６年生 
定 員 10 名 10 名 






















様々な方の参加があった。概要は表 2 のとおりである。 





表 2 「⼦どもに教える⽅のためのプログラミング教室」の実施概要 
タイトル 子どもに教える方のためのプログラミング教室 
対 象 小中学校教員をされている方など、子どもの教育に携わる方、また将来携わりたい方 
定 員 20 名 20 名 20 名 





















































年 8 月 19-21 日、熊本）（SSS2018 のサイト：https://ce.eplang.jp/index.php?SSS2018 ） 
外部でのワークショップ：「micro:bit ではじめるマイコンプログラミング」PC カンファレン
ス 2018（2018 年 8 月 24-26 日、熊本大学）（https://www.ciec.or.jp/special/entry-1183.html） 





代表者 早川 義彦 主任学術技師 
共同実施者 金子 克己 統括学術技師、梶川 竜義 学術技師、神水 摂 学術技師、 













FileMaker Server と FileMaker Client を購入し、   図１ Web サイトのトップページ 
相談を受けるための Web ページの作成とデータベース 
の構築を行った。また広報活動の一環としてポスター 
を作成し、学内各所に掲示している。 







 依頼は公開している Web サイトの問合せフォームより受け
付けており、学内のみの限定公開としている。 





・ Web コンテンツの充実 
 〇技術的な相談や技術協力等の支援活動の継続 




代表者 田幡 秀典 学術技師 
共同実施者 荒川 欣吾 主任学術技師、齋藤 悟 学術技師、 


















図 1. QR コードを掲載した安全手帳 
 























第 11 回関東・甲信越地区大学安全衛生研究会 
日 時：平成 30 年 11 月 9 日（金） 
出張先：筑波大学 
出張者：荒川 欣吾 主任学術技師 
 
平成 30 年度教育研究技師部主催 FD 実施のための意見交換 
日 時：平成 30 年 12 月 19 日（水） 
出張先：北里大学一般教育部自然科学教育センター（野島高彦准教授） 
出張者：矢崎 和幸 学術技師 
 島崎 俊介 学術技師 
 
総合技術研究会 2019 九州大学 
日 時：平成 31 年 3 月 6 日(水) ～ 8 日(金) 
出張先：九州大学 伊都キャンパス 
出張者：竹内 純人 主任学術技師 
    藤本  甫 学術技師 
    和田 紀子 学術技師 
    菅  虎雄 学術技師 











































電気通信大学 教育研究技師部 2018 年度報告 
33 






履修学生を昼間課程 12 クラス、夜間主課程 1 クラスの計 13 クラスにクラス分けを行い、学







早川義彦  主任学術技師 
主な担当業務として学生実験に関する業務や教育研究技師部業務、実験実習支援センター
業務を担当しており、これら担っている業務について簡単に紹介します。
















ています。 図 1 ディジタル回路実験設備
 2018 年度
教育研究技師部年報






神水 摂  島 浩一 藤本 甫 

